
Kumamoto Prefectural Government

第９回 災害対策本部会議資料 R7.８.２６（火）１４：００時点被害状況

【人的被害】

（死 亡）４名 熊本市：男性１名 ／ 八代市：女性１名 ／ 甲佐町：男性１名、女性１名

（安否不明）１名 熊本市：北区貢町で車両２台が流出し､１台から１名は脱出できたが､もう１台の男性は不明の

ため捜索中。

（重 傷 者） ３名

（軽 傷 者） ８名

【住家被害】

○ 全壊：15棟 半壊：111棟 一部破損：138棟 床上浸水：2,332棟 床下浸水：3,078棟

【避難情報】

○ 避難指示：3市、9世帯、27名

【避難者数】

○ 6市町、8か所、75名

【孤立集落数】

○ 無し

【ライフライン及び通信の状況】

○ 停電・通信エリアへの影響 無し

【住家被害認定調査進捗状況・罹災証明書交付状況】

○ 別紙のとおり

【災害対策本部室】

本部室の対応

○次回の災害対策本部会議 9月2日（火）13:00～ 於：防災センター201会議室
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熊本市 1 1 7 78 62 6 18 2 2

宇土市 11 55

宇城市 3 37 48 2 8 1 4

美里町 1 1 8 17 29 20 35 1 0

御船町 1 9

嘉島町 3

益城町 7 29

甲佐町 2 1 3 43 55

山都町 2 3 5 10

菊池市 1 18

合志市 1 5 24

大津町

菊陽町 2 4 11

荒尾市

玉名市 1 34 192 238 1 1 1 8

玉東町 37 3 37 29

南関町

長洲町 1 10

和水町 1

山鹿市 1

阿蘇市

南小国町

小国町

産山村

高森町

西原村

南阿蘇村

八代市 1 1 1,327 1,195 2 45

氷川町 1 2 89 231

水俣市

芦北町

津奈木町

人吉市

錦町

多良木町

湯前町

水上村

相良村

五木村

山江村

球磨村

あさぎり町

上天草市 5 351 268 1 16

天草市 2 4 5 167 804

苓北町

合計 4 1 3 8 15 111 138 2,332 3,078 9 27 8 75

被害情報・避難情報　内訳

避難指示

避難情報
避難者数

市町村
人的被害 物的被害



                                                                   

（単位：件）

申請件数 実施件数 申請件数 実施件数 申請件数 実施件数 全　　壊
大 規 模
半　　壊

中 規 模
半　　壊

半　　壊 準半壊
準半壊に至ら

ない
（一部損壊）

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ) (Ｄ) (Ｅ) (Ｆ) (Ｇ) ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

熊本市 1,410 1,231 1,211 93 25 0 0 726 0 0 0 129 17 580

宇土市 65 65 65 0 0 0 0 65 0 0 0 5 5 55

宇城市 131 108 108 0 0 0 0 100 0 0 0 0 0 100

美里町 146 44 41 9 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

宇城管内計 342 217 214 9 9 0 0 165 0 0 0 5 5 155

荒尾市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

玉名市 369 390 290 0 0 0 0 204 0 0 8 80 2 114

玉東町 63 63 63 0 0 0 0 56 0 0 1 30 2 23

和水町 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

南関町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

長洲町 5 4 4 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0

玉名管内計 438 458 358 0 0 0 0 262 0 0 9 111 4 138

山鹿市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

鹿本管内計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菊池市 6 6 6 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 5

合志市 12 12 12 0 0 0 0 12 0 0 0 4 0 8

大津町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

菊陽町 13 13 13 0 0 0 0 13 0 0 0 1 2 10

菊池管内計 31 31 31 0 0 0 0 30 0 0 0 5 2 23

阿蘇市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南小国町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小国町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

産山村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

高森町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

南阿蘇村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

西原村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

阿蘇管内計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

御船町 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

嘉島町 3 3 3 0 0 0 0 3 0 0 0 3 0 0

益城町 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

甲佐町 116 107 107 0 0 0 0 55 1 0 0 26 3 25

山都町 13 4 4 8 8 0 0 1 0 0 0 1 0 0

上益城管内計 135 117 117 8 8 0 0 60 1 0 0 30 3 26

八代市 2,228 1,743 1,743 0 0 0 0 1,144 1 0 0 0 0 1,143

氷川町 調査中 292 調査中 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

八代管内計 2,228 2,035 1,743 2 2 0 0 1,144 1 0 0 0 0 1,143

水俣市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

芦北町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

津奈木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

芦北管内計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

人吉市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

錦町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

あさぎり町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

多良木町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

湯前町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水上村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

相良村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

五木村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

山江村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

球磨村 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

球磨管内計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

天草市 303 160 40 50 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0

上天草市 873 562 調査中 0 0 0 0 516 0 0 0 0 0 516

苓北町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

天草管内計 1,176 722 40 50 10 0 0 516 0 0 0 0 0 516

合計 5,760 4,811 3,714 162 54 0 0 2,903 2 0 9 280 31 2,581

【 市町村報告の取りまとめ ／ 令和７年（２０２５年）８月２４日までの累計処理件数 】

住家被害に伴う罹災証明書の交付申請受付件数等の状況

二次調査 再調査
証 明 書
交　　付
総　　数

罹災区分別内訳

市町村名

被害認定調査 罹災証明書交付件数 (Ｇ=①+②+③+④+⑤+⑥)

一次調査

※ 住家被害認定調査（一次調査）の実施件数には、写真によるものも含みます。
　 また、各件数は、現段階での取りまとめの数値であって、確定値ではありません。

（B）の内申
請があった

件数

速報値



住民 罹災証明書交付（G）

（A）（B） 判定区分
①全壊

①木造・プレハブ 一次調査 ②大規模半壊
③中規模半壊

外観による判定 （C）（D) ④半壊
※１ ⑤準半壊

②非木造 ⑥準半壊に至らない
外観および内観
等による調査

※２ 　（一部損壊）

⑥準半壊に至らない
　（一部損壊）

※１ 被災者より二次調査依頼があった場合
※２ 被災者より再調査依頼があった場合

市町村

［被災者が撮影した写真等とともに申請］

住家被害認定調査フロー図

①木造・プレハブ②非木造　　ともに対象

交付申請

被災

自己判定方式
申請

罹災証明書

二次調査
再調査

（E）（F）

※住家の被害

程度が明らか

に軽微な場合



第９回災害対策本部会議資料
【総務部】

R7.８.26（火）13：00時点
被害状況①

【県職員の被害】
・県職員の被害なし。
【県立大学の被害】
・人的・物的被害なし。避難所は避難者がいないため11日夕方閉鎖。
【職員住宅の被害】
・職員住宅の被害なし。
【県庁舎及び各総合庁舎・保健所等の被害】
・県庁舎：新館１Ｆ駐車場で１５㎝程度の浸水発生、排水完了済。

南側駐車場で浸水が発生、排水完了済。
議会棟地下（書庫）の一部で小規模な浸水発生、排水完了済。

・総合庁舎・保健所：八代総合庁舎で７箇所、宇城保健所（犬舎）で１箇所雨漏り発生（防水テープ等での応急処置
を検討中）。他の庁舎等は建物及び車両等には被害なし。

・防災航空センター・消防学校：被害なし。
【市町村庁舎の被害】
・大津町役場庁舎の屋上からの漏水により、庁舎内エレベーターが機能停止。現在、復旧に向け業者と調整中。業務
継続に影響なし。

【消防本部の車両等被害状況】
・車両（走行不能のもの） ３消防本部 ５台
・建物（使用不可） １消防本部 1か所
【消防団の車両等被害状況】
・車両（詳細不明） ３市１町 ９台
・格納庫等資機材 いずれも調査中

Kumamoto Prefectural Government



第９回災害対策本部会議資料
【総務部】

R7.８.26（火）13：00時点

被害状況②

【私立学校の被害】
・人的被害なし。
・物的被害：中学・高等学校11校、専修学校4校・各種学校1校（代替教室を利用するなど授業再開に支障はない）。

他 鎮西高等学校、九州工科自動車専門学校、熊本デザイン専門学校、宇城看護高等専修学校で雨漏りが発生

Kumamoto Prefectural Government
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【市町村に対する人的支援（市町村職員派遣）】
・被災市町村の人的支援ニーズに対し、県市長会・町村会等と連携して、県内市町村からの派遣を調整中。
マッチングが整った団体から派遣を調整・実施中（本日8/26現在、43名を派遣中）。

【市町村に対する人的支援（行政書士派遣）】
・被災団体における行政職員の負担軽減と、罹災証明書の受付・発行の迅速化を図るため、被災団体への行政書士の
派遣について、県行政書士会と調整しながら、被災団体のニーズを踏まえ、準備が整った団体から派遣を開始

（8/25～甲佐町）。

対応状況①
第９回災害対策本部会議資料

【総務部】
R7.８.26（火）13：00時点

【8月26日の派遣状況】 （単位：人）

派遣先

市町村

罹災証明

交付

住家被害

認定調査

災害ごみ

処理
その他 保健師 計

派遣元

市町村

宇城市 2 2 水俣市2

八代市 4 12 16
人吉市3、荒尾市1、宇土市2、阿蘇市2、大津町2、高森町2、

芦北町2、津奈木町2

上天草市 3 4 1 2 10
人吉市4、宇土市2、苓北町4

※「その他」は、住家被害認定調査のアドバイザー業務

天草市 2 2 阿蘇市2

甲佐町 3 3
御船町1、嘉島町2

※「その他」は、相談・支援窓口の運営業務

美里町 4 4 8
菊陽町1、高森町2、西原村2、益城町1、山江村2

※「その他」は、撤去土砂搬入サポート、誘導等業務

氷川町 2 2 芦北町1、津奈木町1

計 6 17 10 8 2 43



Kumamoto Prefectural Government

【市町村に対する人的支援（県職員派遣）】
・玉名市への情報連絡員（LO）、市対策本部支援員の派遣は13日で終了。
・上天草市への情報連絡員（LO）２名の派遣は18日で終了。
・各広域本部・地域振興局において、引き続き情報収集を継続中。
・被災市町村の人的応援ニーズを踏まえ、「住家被害認定調査業務」を重点的に支援するため、県からの応援職員を
上天草市、天草市、美里町、甲佐町の２市２町に、第１陣として18日から24名、第２陣として21日から27名を派
遣。 25日からは第３陣として27名を派遣中。第３陣は29日までの5日間活動する。

・さらに、29日以降、第４陣を派遣する予定としており、派遣人数
等の規模は状況に応じて調整する。

【市町村における財政運営・税の減免等】
・災害に係る地方財政措置等について、12日に通知を発出し、県ホームページに掲載済。
・災害に係る市町村税の減免・納税猶予について、13日に通知を発出し、県ホームページに掲載済。
【普通交付税の繰上げ交付】
・11日に災害救助法が適用された６市４町に対し、年額の１/４にあたる普通交付税９月交付分の一部（約３割）を、

18日に現金交付（総額約111億円）。
・14日に災害救助法適用が発表された甲佐町に対しても、同様に21日に現金交付（約2億円）。
【業務継続計画（ＢＣＰ）に基づく通常業務の休止、縮小、延期】
・今後、災害対応が応急期から復旧期へフェーズが移行することに伴い、引き続き復旧業務に重点化した体制を全庁
的に確保していくため、通常業務（最低限継続すべきものを除く）の休止、縮小、延期について検討・実施するよ
う、総務部長通知を本日発出。

対応状況②

第９回災害対策本部会議資料
【総務部】

R7.８.26（火）13：00時点
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【各消防本部の応援出動状況】
・八代広域消防本部からの応援要請を受け、水俣芦北広域消防本部、上球磨消防本部、人吉下球磨消防本部が出動。
救急・火災事案に対する活動を実施。11日18：05に活動終了。

【各県防災ヘリの応援出動状況】
・相互応援協定に基づき、佐賀県、長崎県及び鹿児島県の防災ヘリが、上空偵察による情報収集活動、孤立集落の住
民救助活動（13人）、けが人の救急搬送（1人）を12日に実施。

・佐賀県及び長崎県の防災ヘリが、孤立集落の住民救助活動（14人）及び物資輸送を13日に実施。
【私立学校への対応】
・引き続き、被害状況等の情報収集を行うとともに、文部科学省への報告を行う。被害額等をとりまとめ中。
・生徒の被災状況を照会し、必要な支援策を整理予定。併せて、被災した生徒が利用できる既存の支援制度について
学校へ周知。

【被害のあった県庁舎及び各総合庁舎等】
・雨漏りが多数発生した八代総合庁舎について、当面の応急処置を行いながら令和８年度実施予定の壁面改修工事等
での対応を行う見込み。

【県有施設（総務部所管分）における避難所開設状況】
・八代総合庁舎の避難者12名は11日17時時点で解消済み。
【熊本市要請の崩土の仮置き場への対応】
・熊本市北区土木センターより、熊本市北区清水万石の山際から住宅地への崩土の撤去のため、近隣の県有地を仮置
き場として緊急的に借用したいとの申し出があり対応中（9月半ばまでの間予定）。

【県税の減免等】
・県税の減免、納税の猶予等について、各広域本部及び自動車税事務所に相談窓口を12日に設置。13日に県ホーム
ページに掲載済。

【補正予算編成】
・庁内各部局に対し、災害対策補正予算について随時の情報提供を依頼済。

対応状況③

第９回災害対策本部会議資料
【総務部】

R7.８.26（火）13：00時点
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第９回 災害対策本部会議資料 R7.8.26（火）13：00時点
被害状況

今後の対応

○ 引き続き情報収集を行うとともに、必要に応じて情報提供を行う。

○ 肥薩おれんじ鉄道については、代替バスに関する財政支援について庁内調整を進めるとともに、
復旧に関する国への要望や県の支援策の検討を進める。

○ 産交バス八代営業所については、国への要望や県の支援策の検討を進める。

【企画振興部】

【交通機関関係】

●肥薩おれんじ鉄道：八代～日奈久温泉間の24カ所で流木の流入や道床の流出の被害あり。
日奈久温泉～肥後田浦間は８月22日から運行再開。
八代～日奈久温泉間は引き続き運休中。復旧時期未定。
８月22日から当面の間、八代～日奈久温泉間で貸切バスによる代替輸送を実施。

●路線バス
・産交バス八代営業所 車庫内に配置の車両30台が浸水。

（うち12台は全損。18台は修理・機材交換対応）
事務所内床上浸水50cm、電気系統不通。
他営業所より車両を配転し、13日から八代市街地循環バス（3系統）
の運行を再開。25日から残る11系統全てで運行を再開（一部路線で減便）。

●タクシー：県内において車両115台が被災。
その他、事務所10か所、車庫10か所が一部損壊又は浸水し、電気系統不通等。

（県タクシー協会からの情報。）

●その他の交通機関（その他の鉄軌道、バス、航空、フェリー）については、概ね通常運行。

（肥薩おれんじ鉄道）
肥後高田駅近くの様子
（8/12 12時頃）
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被害状況

【健康福祉部】

社会福祉施設、医療機関等における被害状況 （ ）書きは前回との比較

○ 高齢者施設 １０６施設 （+6） 熊本市、八代市、玉名市他 計１３市町

一部損壊:４、床上浸水:８１、床下浸水:２１

○ 救護施設 １施設 (±0)  八代市

床上浸水:１

○ 児童福祉施設 ３０施設 （-2） 八代市、熊本市、玉名市他 計８市町

床上浸水:２０ 、床下浸水:１０

○ 障がい者支援施設 ５８施設 （+1） 熊本市、八代市、天草市他 計１０市町

一部損壊:４、床上浸水:３５、床下浸水:１９

○ 医療機関 ６３施設 （+6） 八代市、熊本市、天草市他 計１０市町

床上浸水:４６、床下浸水:１７

○ 薬局 ４３施設 （+2） 八代市、熊本市、天草市他 計６市町
床上浸水:３５、床下浸水:８

※法面崩落：児童福祉施設2箇所、障がい者支援施設2箇所
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【健康福祉部】

【感染症対策】

○「浸水家屋の消毒等の感染症対策」及び「ボランティア等への感染症対策」、「浸水被害後の消毒・におい

対策」について、県HP等に掲載するとともに、市町村や熊本県ペストコントロール協会等にて相談受付中。

【災害救助法関係（支援物資、避難所支援、応急修理、仮設住宅）】

○ 8/13、災害救助法適用の市町村向け説明会を実施。

○ 市町村からの要請に基づき県備蓄物資を提供。(これまでに、美里町：飲料水500ml×2,400本、防塵マスク、

ブルーシート、土嚢袋 玉東町：飲料水500ml×840本、介護用日用品)

○ 日本赤十字社熊本県支部各地区本部等から市町に救援物資を配布。（これまでに、緊急セット、安眠セット、

タオルケットなど）

○ 各避難所の状況把握を継続して実施中。空調、トイレ、１人当たりのスペースは適切に確保。

○ 8/20、賃貸型応急仮設住宅、応急修理に係る市町村向け説明会を実施。準備が整った市町から順次受付を

開始。県HPにおいて、各市町の連絡先と受付開始状況を周知。

○ 要配慮者等への宿泊施設提供事業（八代市、上天草市）及び被災者のための入浴支援事業（八代市、天草市、

上天草市）の実施。
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【健康福祉部】

【その他の被災者支援】

○ 災害ボランティア

・8/15までに災害救助法適用市町のすべてにセンター設置

※県HPで各災害ボランティアセンターHPを案内 ※火の国会議を連日開催中

・ボランティアについては、県HP、SNS等でも募集。8/25、庁内PTを立ち上げ、各部局に関係団体等への

ボランティア参加を呼びかけ、参加促進に向けた取組みを依頼。

・県社協において、ニーズに対する参加希望者の過不足の調整を可能な範囲で実施中。

○ 被災者向けに車両貸し出しの活動を行う日本カーシェアリング協会が、8/15、熊本市に拠点を設置し受付

開始。8/25、貸出開始。引き続き車両の寄付を呼び掛け中。県としても、関係団体に協力を依頼するとともに、

県HPで周知。

○ 8/13より義援金受付中。8/18から熊本県共同募金会、8/19から日本赤十字社熊本県支部においても義援金

受付開始。

○ 8/13より被災者のペットに係る困りごとに対応中（チラシをHPやSNSに掲載、市町村に周知）

○ 県公式SNS等で熱中症・エコノミークラス症候群に対する注意喚起を実施。連携協定企業(大塚製薬㈱)から、

被災者の熱中症対策として希望のあった被災市町に対して清涼飲料水(500ml×3,120本）を無償提供（8/21に

配付）。

○ 被災者の健康管理のため、支援希望のあった被災市町に対して、県及び市町村の保健師による支援を実施。
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【環境生活部】

【水道施設等の状況】
〇断水について
・８月１６日に水道※の断水は解消（夜間計画断水も終了） ※上水道・簡易水道等、水道法に基づき市町村等が設置する施設

最大断水戸数 3,182戸
・水道未普及地区の一部（甲佐町等）で飲料水の共同施設の被害による断水が発生（給水タンク等により対応中）

〇停電による送水ポンプの停止、土砂崩れによる水道管の破損、水道施設への土砂流入、配水池への越水等による濁水等の被害

〇１３市町村の２３地区で被害発生 （熊本市、玉東町、長洲町、菊池市、御船町、甲佐町、山都町、美里町、
八代市、氷川町、西原村、天草市、上天草市）

〇水道施設復旧に向けた対応状況
・水道施設に流入した土砂の撤去、浄水場の洗浄、施設機器交換等を実施済
・予備水源、系統切替等による対応

【災害廃棄物処理の状況】
〇災害廃棄物仮置き場の開設状況
８月１２日～ 玉東町、宇城市、甲佐町 ８月１３日～ 玉名市、八代市、天草市、上天草市、氷川町
８月２０日～ 山都町、美里町
搬入状況に応じ、仮置場を適宜増設・集約
なお、仮置場内での可燃ごみについて、地元自治体焼却炉で処分を進めると共に、必要に応じて広域処理を調整中。その他不燃ご
み等についても分別を進めると共に、処分を適時進めている。

〇その他市町村においては、通常どおり収集予定

【有害物質使用工場等の状況】
〇重金属等の有害物質を使用している工場等からの流出被害情報なし

【環境生活部関連施設等の被害状況】
〇自然公園施設 ・矢部郷国民休養地（山都町）の歩道、東屋への流木侵入、桟橋の破損

・天草ビジターセンター（上天草市）の歩道の一部損壊
・千巌山園地（上天草市）の園地崩壊、歩道、車道の一部損壊
・白嶽園地（上天草市）の歩道の一部損壊、園地湿地周辺で土砂崩れ

〇その他 特定外来生物スパルティナ属の防草シートの破損（熊本市、宇城市）

被害状況
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【水道関係】
● 本復旧に向け、県内市町村等の水道事業者と国との連絡調整等を行う。

【アスベスト関係】
● 県内市町村、解体関係業界団体、熊本労働局にアスベスト飛散防止対策の徹底・協力を通知。
● 応急的措置としての防じんマスクの配布（市町村の必要数調査中。現在の県備蓄枚数1.1万枚）
● 被災地域を職員が巡回し、被災建築物の石綿含有吹付け材等の露出状況を調査中。

飛散のおそれがあれば建築物の所有者等に飛散・ばく露防止措置を要請。

【廃棄物処理関係】
● 引き続き、県内の災害廃棄物の発生及びその処理の状況について情報を収集するとともに、仮置き場設置等
に関する助言、廃棄物処理の促進のため業界団体と市町村間の調整を行う。

● 災害廃棄物処理のために必要な情報提供を行うとともに、必要に応じて職員を現地に派遣し、現場での助言・
指導を実施。

● 市町村の要請に応じて、他の自治体での広域処理を調整。
● 仮置き場におけるアスベスト飛散対策（散水、シート掛け等）について、職員が現場を確認し必要に応じて
助言を実施。

● 市町村等を対象に、災害廃棄物処理に係る補助金等説明会を２０日に開催。また、公費解体の説明会も２９日に
開催予定であり、市町村による補助金申請をサポート。

【消費生活関係】
● 災害に便乗した消費者トラブル防止のため、注意喚起を実施。

今後、消費者トラブルの情報を把握次第、県民に向けた注意喚起を行う。

【環境生活部】

現在及び今後の対応
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被害状況

【商工労働部】

（熊本市：小売業・地下） （玉名地域：製造業） （天草地域：商工団体）（八代地域：自動車整備業）

【中小事業者被害額等】
○関係団体等からの被害額報告をもとに推計した被害額（商工業、観光業、交通関係）

約２７０億円 （約２，９００者） ※今後変更の可能性あり

○国が玉東町を局激指定見込みと公表（8/25）

対応状況

【相談窓口】

（１）県特別相談窓口
（相談件数：17件（融資制度、補助金や支援策等））

（２）熊本県内全商工会・商工会議所（４９商工会、９商工会議所）、熊本県中小企業団体中央会、
熊本県信用保証協会、日本政策金融公庫熊本支店及び八代支店、商工組合中央金庫熊本支店、
（公財）くまもと産業支援財団内の熊本県よろず支援拠点
（相談件数：184件（融資制度、補助金や支援策等））
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対応状況

【商工労働部】

【被災事業者への支援等】
（１）金融支援

① 既存制度：金融円滑化特別資金、小規模事業者おうえん資金、中小企業短期資金、
生産性向上等緊急支援資金等の既存制度について、県HPへの掲載、商工団体
への案内等により周知

② 新規制度：今回の被害に対応した新たな資金の創設に向け、県信用保証協会と協議中

（２）国への要望等
① 被災事業者の施設等の復旧支援

・なりわい再建支援補助金 ・自治体連携型補助金 ・利子補給制度

② 被災事業者の再建後の売上回復に向けた販路開拓等の支援
・持続化補助金

③ 商工団体等施設の復旧への支援措置、商店街補助金の予算化

④ 豪雨災害により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主に対して、従業員の雇用維持を
図るための支援
・雇用調整助成金の特例措置
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今後の対応

１．宿泊施設・観光施設等
○ほぼ全ての宿泊施設・観光施設等で営業を実施。
○一方で、現在把握している限りにおいて、延べ１１，０００人以上の予約キャンセルが発生している。

【※これまで確認されている被害】
○玉名市のホテルの建物内に雨水が流入するとともに、落雷によりエレベーターが停止（※閉じ込め等の人的被害はなし）するなどの
被害あり。

○熊本市、山鹿市、菊池市、山都町のホテルで一部雨漏りが発生。
○天草市のホテルで、１階フロアが浸水し、営業を停止（※宿泊者は系列別ホテルへ退避済）。また、同市の別ホテルで浸水が発生。
※その他、別ホテルの敷地内では小規模な土砂崩れがあったものの、人的・物的被害なし。

○上天草市のホテルの建物内に浸水が発生。また、同市のキャンプ場で孤立していた従業員・利用客（１５名）については、消防等の
救助により１１日中に避難が完了。

２．県有施設（指定管理）
○熊本地震震災ミュージアムＫＩＯＫＵ、熊本県立劇場、熊本県伝統工芸館、野外劇場アスペクタについては、人的・物的被害なし。

３．個別出先機関等
○博物館ネットワークセンターについては、人的・物的被害なし。
○博物館類似施設のうち、宇城市不知火美術館で一部雨漏りが発生（※通常通り開館中）。
○伝統工芸協会の所属会員へ聞き取り調査を行ったところ、現在把握している限りにおいて、工房への浸水等の被害が１０件程度あった
ものの、ほぼ全ての工房が復旧済み。

１．被害情報の収集
○引き続き、宿泊施設等の被害、宿泊キャンセル等の情報収集を行う。

２．風評被害対策
○宿泊施設等で予約キャンセル等が発生しているため、ＳＮＳ等の広報を実施（８月１３日～）。
○併せて、県外事務所、市町村、県内観光事業者等と連携した広報の展開、福岡天神等でのデジタルサイネージ広告を行うなど、
引き続き、情報発信に取り組む。

【観光文化部】



今後も被害の状況を把握するととともに、基盤をはじめ営農継続・事業再開に向け、早期復旧の支援を行う。
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【農林水産部】

■令和7年8月10日からの大雨による農林水産業関連の被害額は、約２８０億円※ ※今後変更の可能性あり

確認された被害のうち、被害額が算出されたものを計上
（１）農業関係 ○農作物等（いぐさ原草や畳表、苗等） 計 6.2億円

○農業施設（機械、園芸施設等） 計 3.5億円
（２）農地関係 ○農地・農業用施設等 計 104億円
（３）林業関係 ○山腹崩壊等 計 166億円
（４）水産関係 ○漁港・漁船等 計 0.9億円

■農業・農地関係 ■林業関係

■水産関係

備　　　考
 （被害地域等）

76.5 (ha)

48,282 (千円)

51.14 (ha)

310,361 (千円)

1.29 (ha)

6,103 (千円)

96.26 (ha)

15,858 (千円)

24t・1700枚 (t・枚)

12,570 (千円)

0.31 (ha)

1,260 (千円)

0.3 (ha)

96 (千円)

140,208 （頭・羽・t)

159,418 (千円)

860.0 (千株)

63,978 (千円)

8 （箇所）

3,870 （千円）

238 （台数）

304,764 （千円）

3 （箇所）

40,100 （千円）

4 （箇所）

800 （千円）

2,345 （箇所）

4,083,694 （千円）

1,502 （箇所）

6,314,666 （千円）

11,365,931 （千円）

天草、上益城、八代、熊本、宇城、菊
池

その他 トマト苗、いちご苗、ブロッコリー苗等

熊本、上益城、菊池

八代、熊本、天草

なし、うんしゅうみかん、晩白柚、ぶどう、不知
火、くりの土砂流入

牛舎、鶏舎等の倒壊、損壊

八代

宇城、熊本、八代、玉名、鹿本

農作物等被害額計

いぐさ原草・畳表の冠水

（千円）

部　門 概　　　　要 被害面積、被害金額

農
作
物
等

水稲 土砂流入による埋没、冠水等

野菜
トマト類、しょうが、メロン、にら、ねぎ、すい
かの冠水や浸水

果樹

雑穀・芋・豆 大豆、カンショの土砂流入

八代

八代

宇城、玉名、天草、上益城

花き トルコギキョウ、宿根かすみそう

349,534

農
地
等

農
業
施
設

畜舎等

ハウス倒壊

農業施設被害額計

農業用機械の水没による破損、故障

水路の土砂流入、農道の法面崩壊等

法面崩壊、土砂流入等

機械

農
作
物
関
係

工芸作物

飼料作物 稲WCSの冠水

宇城、天草

熊本、天草

八代、天草

農業関係被害合計

上益城、宇城、八代、熊本、天草、玉
名、阿蘇、鹿本、菊池

天草、宇城、上益城、玉名、八代、熊
本、阿蘇、鹿本、菊池、球磨

10,398,360 （千円）

畜産
採卵鶏、肥育牛、肉用鶏の死亡
生乳の廃棄

八代

（千円）

天草

618,037

農地等被害額計

農地

農業用施設

その他 共同利用施設の機器の水没による故障

園芸施設等

備　　　考
 （被害地域等）

448 （箇所）

2,396,946 （千円）

213 （箇所）

13,738,500 （千円）

7 （箇所）

193,000 （千円）

14 （箇所）

231,700 （千円）

法面崩壊、路肩決壊、土砂流入等

山腹崩壊、渓岸浸食による土砂流出、地すべり性
崩壊、渓流荒廃等

既設山腹工の損壊、既設渓間工の損傷

宇城、上益城、天草、八代、球磨、阿
蘇、鹿本、玉名

宇城、八代、天草、上益城、鹿本、玉
名、熊本、阿蘇、菊池

八代、上益城、宇城

林務関係被害　合計

機械の故障、土砂流入等

林道施設

林
業
関
係

部　門 概　　　　要 被害箇所、被害金額

山地崩壊

林地荒廃
防止施設

16,560,146

天草、上益城、宇城、熊本、八代、玉
名

（千円）

林産施設

備　　　考
 （被害地域等）

10 （箇所）

36,720 （千円）

3 （箇所）

900 （千円）

9 (隻）

14,200 （千円）

5 （箇所）

200 （千円）

12 （箇所）

33,111 （千円）

水産関係被害　合計 85,131 （千円）

水
産
関
係

漁場 玉名

その他 熊本、玉名

養殖施設取水口の被害

共同利用
施設

転覆

漂流物対策用フェンス等の倒壊　

漁船 熊本、玉名

漁港

部　門 概　　　　要 被害箇所、被害金額

熊本、玉名

防波堤階段部欠損、漂着流木等

冷凍庫の故障、選貝場の損壊

熊本、玉名、天草



Kumamoto Prefectural Government

被害状況と現在の対応状況

【農林水産部】
第９回 災害対策本部会議資料

現在の対応状況１．農畜産業への影響

R7.８.26（火）13：00時点

【営農対策】
○ R7.8.12 大雨被害に係る農林漁業者向け金融相談窓口を設置。
○ R7.8.13 営農相談窓口を県内11か所の農業普及・振興課に設置。
【品目別PT（野菜苗、いぐさ、大豆）】
野菜苗対策PT
○ R7.8.12 第１回検討会を開催（県、JＡ熊本経済連）
苗不足および対応（計画）状況の収集、対策技術（定植遅延等）について。

○ R7.8.13 第２回検討会を開催（県、JＡ熊本経済連、熊本県園芸種苗（株))
供給可能な余剰苗（全国から供給連携含む）、トマト苗の事前調達について。

○ R7.8.14 JA やつしろとの意見交換を実施（県、JAやつしろ他）
被害状況・生産現場での対応、野菜価格安定対策事業（トマト）・収入保険（イ
チゴ）の加入動向・必要な支援について。

○ R7.8.14 第３回検討会を開催（県、JＡ熊本経済連、熊本県園芸種苗（株))
ＪＡやつしろの対応について情報共有、トマト等の植替意向、県への支援要望。

○ R7.8.20及び21 第4回.第5回検討会を開催（県、JＡ熊本経済連)
いぐさPT
○ R7.8.22 第１回検討会を開催（県、八代市、氷川町、JAやつしろ）
原草・畳表や機械の被害状況の収集、今後の対応について。

大豆PT
○ R7.8.22第１回検討会を開催（県、九州農政局、JAかみましき、農業共済）
各市町村の被害状況の収集、今後の対応について.

【支援策の検討】
被害を受けた農畜産業者の早期の復旧や営農継続に必要な予算・事業につい
て、今後、国に支援策を要望。
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被害状況と現在の対応状況

２．農地等への影響

○ 防災重点農業用ため池、地すべり防止区域の緊急点検について、「大雨特
別警報」の発令（７市町）に位置する防災重点農業用ため池（326箇所）、地
すべり防止区域（6箇所）の緊急点検を実施。
○ 調査に当たっては県、関係市町、県ため池サポートセンター（県土地改良事
業団体連合会）の３者が連携し対応。
○ 法面の崩壊等が確認された防災重点農業用ため池においては、低水管理
やブルーシートの設置等で対応。

○ 農地及び排水機場を含む農業用施設等の被災状況調査を県、市町村、
県土地改良事業団体連合会が連携し、実施中。
また、浸水により稼働不能の排水機場については、農林水産省所有の
「排水ポンプ車」等を設置し、堤内側の強制排水を実施する体制を構築。
さらには、迅速な復旧に向けた災害復旧事業の実施と再度災害防止に向け
た排水対策を速やかに検討するため、「排水機場復旧・強靭化チーム」を設置
し、現地（上天草市）へ職員を派遣するなどし、復旧に向けた検討等を実施中。

○ 発災直後から、MAFF-SAT（農林水産省サポート・アドバイス・チーム）に
よる「プッシュ型」の支援(8/21時点で延べ１４２名）を受け、農地・農業用施
設の被災状況の把握や農地の湛水被害の防止のための応急ポンプの設置・
運転等に関する技術指導を実施中。

現在の対応状況

MAFF-SATによる支援 応急ポンプ車による支援

【農林水産部】
第９回 災害対策本部会議資料 R7.８.26（火）13：00時点
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被害状況と現在の対応状況

【農林水産部】
第９回 災害対策本部会議資料

３．林業等への影響
現在の対応状況

R7.８.26（火）13：00時点

林道
○ 各地域振興局において、管内市町村と連携し林道災害の調査を実施。
○ 特に、調査が遅れている美里町に対しては、応援として8月18日から22日にかけ
て林業振興課から2名、宇城地域振興局林務課から１名を派遣し災害調査を支援。

林産施設等
○ 各地域振興局において、管内の林業・木材産業等の事業者に対し被災状況を確認す
るとともに、被災事業者に対し、復旧に向けての相談等に対応中。
○ 苗木流出被害については、復旧に係る補助事業の適用等について林野庁と協議中。

山地災害
○ 県内全域において、山腹崩壊や土砂流出の被害及び、治山施設の被災状況について
調査を実施。
○ 被害は、八代市、上天草市、天草市、美里町などで多く発生。
○ 8月25日現在、災害関連緊急治山事業で対応予定箇所は28箇所。
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被害状況と現在の対応状況

【農林水産部】
第９回 災害対策本部会議資料

４．水産業等への影響 現在の対応状況

R7.８.26（火）13：00時点

○ 有明海及び八代海の干潟における泥土の堆積状況や流木等の漂着状況調査を実施。
○ 流木については順次撤去を開始。
○ 8月12日以降、漁場調査を実施し、あさり漁場等における流木の流入、あさり・ハ
マグリ保護区の柵の破損、泥土の堆積を確認。同日以降、早期の漁場の復旧に必要な
予算の確保について、水産庁との協議を実施。
○ 漂流物防止フェンスについては、破損等の状況を確認。環境省予算の確保について、
協議中。
○ 海域漂流物は、国土交通省の環境整備船「海輝」「海煌」や県漁連等により回収中。
○ 漁港内については、年間維持管理業者等による撤去を実施中。
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第９回 災害対策本部会議資料
【土木部】

被害状況

施設別
県工事 市町村工事 合計

箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円）

①道路 322 13,332 785 10,086 1,107 23,418

②橋梁 - - 2 401 2 401

③河川 812 17,876 620 6,433 1,432 24,309

④砂防施設 389 6,454 - - 389 6,454

⑤急傾斜地
崩壊防止施設

2 243 - - 2 243

⑥水道 - - 2 19 2 19

⑦下水道 - - 6 56 6 56

⑧公園 - - 10 997 10 997

合 計 1,525 37,905 1,425 17,992 2,950 55,897

土砂災害
土砂災害（土石流、がけ崩れ、地すべり）
※土砂流出により人家に被害があった箇所

49箇所

堆積土砂 宅地内の土砂の堆積 4市2町

※熊本市の施設被害は含まない。

※令和7年8月21日現在の被害件数等であり、今後変更の可能性あり。

公共土木施設 被害件数2,950件、被害額約559億円（8/21時点）

【公共土木施設】

【公営住宅】

施設別
県営 市町村営 合計

箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円） 箇所数 金額（百万円）

公営住宅 4 13 18 210 22 223

※熊本市の施設被害を含まない。

【その他被害】

※令和7年8月20日現在の被害件数等であり、今後変更の可能性あり。

※令和7年8月26日現在の被害件数等であり、今後変更の可能性あり。



今後の対応

◎県民の安全安心の確保を最優先に、社会基盤となるインフラの早期復旧を目指す。

【道路・橋梁・河川・土砂災害・下水道・港湾・都市公園】
○全面通行止：１3箇所（県道１3箇所） ※県管理分のみ
・理由：法面崩壊7箇所（県道7箇所）、路肩決壊等６箇所（県道６箇所）

○木葉川（玉東町）の堤防決壊については、8/19から応急復旧に着手、築堤盛土高さの約２/3（約２．５ｍ）を施工済み。
この他、合津川（上天草市）など5河川で応急工事に着手。

○災害関連緊急事業について、採択されたがけ崩れ対応１箇所、土石流対応２箇所の応急対策に着手。
○国土交通省がTEC-FORCEを八代市、宇城市、上天草市、天草市、美里町、甲佐町、山都町、氷川町 に8/26まで派遣。
○８/25に、８月６日からの大雨による災害（仮称）について、激甚災害（本激）の指定に公共土木施設災害復旧事業が
追加される見込みであることが、内閣府から公表。

○８/25に、国土交通省より「大規模災害時の災害査定の効率化（簡素化）」の対象となることが公表（具体の内容は今
後通知とのこと）

○引き続き情報収集を進めるとともに応急復旧に随時着手。
【堆積土砂】
○市街地等に堆積した土砂等の撤去に随時着手（八代市、宇城市、上天草市、美里町、玉名市、甲佐町）

【支援活動】
○「大規模災害時の支援活動に関する協定」に基づき、宇城地域振興局、上益城地域振興局、玉名地域振興局、
県南広域本部、天草広域本部が建設業協会各支部、熊本県測量設計コンサルタンツ協会に支援活動を要請し活動中。
宇城地域振興局が、熊本県法面保護協会に支援活動を要請し活動中。

○公道等に放置された水没車両については、 国有地、県有地、市有地の提供など、国、県及び熊本市の連携した支援のもと、
一般社団法人ジャパンレッカー事業協力会が移動を進めている。

【住宅関係】
○被災者への住戸提供（県営住宅２４戸）受付を開始。市町村営住宅についても、８市町７２戸を準備。
（熊本市（３５戸）、八代市（２０戸）、荒尾市（２戸）、水俣市（２戸）、天草市（１０戸）、山都町（３戸）、
玉名市（戸数調整中）、嘉島町（戸数調整中） ）

○浸水住宅の復旧等に係る建築士による相談窓口を、8/27熊本県建築士会事務局（県内全域対象）、天草市役所（天草地域
対象）、8/28玉名市役所（玉名地域対象）で開設予定。他の被災地域においても相談体制について調整中。

第９回 災害対策本部会議資料 R7.８.２6（火）１３：００時点

【土木部】
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第９回 災害対策本部会議資料
R7.8.26（火）13：00時点被害状況

【人的被害】
○教育庁職員、教職員、児童生徒の人的被害なし

【物的被害】
－学 校－〔県立学校15校、市町村立115校（うち熊本市立51校）〕
○八代中学：技術棟１階の技術室が床上浸水、フローリングが浮いている状態
○東稜高校：進路室が浸水し、同室内の電話回線が不通 ○小川工業高校：学校敷地内が膝上まで浸水し、実習棟が一部浸水
○八代農業高校：体育館・クラブ室等が床上浸水、農場センター停電等 ○天草拓心本渡校：畜舎法面の崩落
○熊本支援学校：集会ルーム床上浸水 ○松橋支援学校：一部教室床下浸水、冠水（校舎回り等）
○玉東町（玉東中）で体育倉庫・プール・農業用倉庫等水没 ○八代市（千丁小）、上天草市（阿村小）で床上浸水
○上天草市（上小）、美里町（励徳小）で土砂崩れ ○上天草市（松島中）で土砂流入 他

－国・県指定文化財等－〔19箇所〕
○熊本市：熊本城跡の一部土砂崩れ 〇八代市：東陽地区めがね橋の一部損壊 ○水俣市：徳富蘇峰・蘆花生家の軒先の漆喰落下
〇宇土市：宇土城跡北側法面の一部崩落 ○上天草市：千巖山の土砂崩れ ○天草市：祇園橋の欄干の一部崩壊等
〇美里町:二俣橋の一部損壊 〇甲佐町：陣ノ内城跡の一部土砂崩れ ○和水町：若宮古墳の墳丘の陥没 他

－社会教育施設－〔7箇所〕
○豊野少年自然の家：施設敷地内で倒木発生 ○玉東町中央公民館：床上浸水 ○八代市公民館：雨漏りによる天井落下等
○八代市立図書館せんちょう分館：館内浸水 ○上天草市中公民館：床上浸水 ○天草青年の家：グラウンド法面の土砂崩れ等 他

－社会体育施設－〔33箇所〕
○熊本県総合射撃場：ライフル棟の一部冠水 ○玉東町民体育館：床上浸水 ○玉東町営グラウンド：グラウンド冠水
○松島総合運動公園：屋内体育施設床上浸水等 他

－その他－ 〔9箇所〕
○八代市（千丁給食センター）：設備故障、雨漏り等 他

【その他】
○その他、児童生徒の保護者・教職員の住宅浸水及び車の被害多数

○休校状況：八代市立 龍峯小学校、千丁小学校 8/25～9/1

【教育委員会】

《二俣橋の被災状況》 《現在の状況》



Kumamoto Prefectural Government

第９回 災害対策本部会議資料
R7.8.26（火）13：00時点

【教育委員会】

今後の対応

【状況確認】
○関係機関と連携し、被害の状況等を確認する。

【被災学校等への対応】
○本庁職員による現地確認及び学校再開に向けた通学路の安全確認を行う。
○県立学校の敷地内に流入した土砂等の撤去に随時着手し、技術職員の現地調査による被害状況の把握及び復旧方法を検討する。
○８月専決予算を確保し、清掃、消毒、修繕、復旧工事の設計を進める。
○市町村立学校（熊本市、八代市、上天草市、人吉市、玉東町など）の敷地内に流入した土砂等の撤去に随時着手する。
○学校及び社会教育施設等の状況把握及び情報の収集を行うとともに、文部科学省への報告を行う。
○休校中の２校については、床下の土砂撤去やエアコンの修理を行い９月２日に開校予定。

【被災文化財への対応】
○未指定文化財の被害状況把握及び保護のため文化財レスキューを実施する。
○被害の生じた国指定・登録文化財については、文化庁への報告を行う。
○石橋等については流木等を撤去し、被害状況の詳細な把握や今後の復旧方法等を検討する。

【被災者への支援】
○天草青年の家において避難所開設：8/18～9/15までの予定（現在16人受入れ 延べ130人）

※土砂等で派遣が困難な地域（美里町）に関しては、

復旧後、速やかに派遣を行う。

《文化財レスキューの実績》

《祗園橋被災直後の状況》
《現在の状況①》 《現在の状況②》



Kumamoto Prefectural Government

第９回 災害対策本部会議資料 R7.8.26（火）13：00時点
被害状況

対応状況

○人的被害
・ JETプログラム参加者119名全員の無事を確認

・ 外国人留学生の所属する教育機関や外国人コミュニティ等からの被害等の情報なし【国際課】

○物的被害
・ くまモンスクエアについては被害なし（8/11（月・祝）のみ臨時休館）【くまモン課】

【知事公室】

○災害情報の発信
・ 県庁ホームページ内に大雨被害に関する特設ページを開設し、災害対策本部会議資料や道路
情報、復興支援情報等を一括して掲載【広報課】

・ 熊本県外国人サポートセンターのHPにて、易しい日本語による 「2025年8月10日からの
大雨（おおあめ）について」を周知【国際課】



Kumamoto Prefectural Government

第９回 災害対策本部会議資料 R7.８.２６（火）１３：００時点
被害状況

今後の対応

【出納局】

【金融機関の被害】
○ 指定金融機関（肥後銀行）の一部店舗（九州フィナンシャルグループ本社ビル（熊本駅前）、

宇土支店、砥用支店）の駐車場等に水たまりがあるため、当該店舗のＡＴＭの利用を休止している。
→ （８月１１日に発生。８／１２に全て復旧済み）

〇 指定金融機関及び収納代理金融機関のシステムに関する被害報告なし。

○ 指定金融機関及び収納代理金融機関の状況を情報収集していく。 → （終了）



Kumamoto Prefectural Government

第９回 災害対策本部会議資料 R7.８.２６（火）１３：００時点
被害状況

今後の対応

【企業局】

【人的被害】

〇所管施設における人的被害はなし

【所管施設被害】

〇電気事業

①２ダム、②７発電所、③発電総合管理所のうち、

・船津ダム（美里町）駐車場に土砂流入の被害が発生 → 8/25流入土砂撤去済み

・船津ダム（美里町）への進入道路で土砂崩れがあり通行不可 → 8/14崩土撤去済み

・緑川第三発電所（美里町）は、機器の不具合により発電機停止中→ 8/1９復旧済み

〇工業用水道事業

・有明工業用水道（玉名市） 被害報告なし（停電のため一時（8/10 22：08～8/11 5：01）予備発電機で運用）

・八代工業用水道（八代市） 雨水浸入により攪拌装置４台のうち１台が停止（※運用には支障なし） → 8/18復旧済み

（停電のため一時（8/11 9：22～8/11 9：30）予備発電機で運用）

・苓北工業用水道（苓北町） 被害報告なし

〇有料駐車場事業

・県営駐車場（熊本市中央区）については被害報告なし

・所管施設の被害は全て復旧済み



【１１０番通報件数】
８３４件（道路冠水、床上浸水、床下浸水、土砂崩れ、車両水没、川流れ等）

【警察の活動状況】
要救助事案について関係機関と連携して救出救助活動や安全確認等を実施

（参考）
熊本市北区貢町における車両川流れ事案（捜索活動中）

【警察の活動事例】
・有明海沿岸において機動隊及び航空隊による安否不明者の捜索を実施

Kumamoto Prefectural Government

第９回 災害対策本部会議資料 R7.8.26（火）１3：００時点

警察の対応

【熊本県警察】

有明海沿岸における捜索状況 有明海における捜索状況



Kumamoto Prefectural Government

第９回 災害対策本部会議資料 R7.8.26（火）１３：００時点

今後も継続して行う対応

【熊本県警察】

・安否不明者の捜索・救出救助活動を関係機関と連携して実施（警備部・警察署）

・被災した上天草警察署松島交番に移動交番車を配置、地域の活動拠点として運用（生活安全部）

・被災地域への犯罪抑止対策として、本部地域課職務質問指導班パトカー及び機動捜査隊車両

をそれぞれ派遣し、当面の間、パトロール・初動捜査態勢を強化（生活安全部・刑事部）

・広報県民課犯罪被害者支援室による関係機関と連携した遺族等支援を実施（警務部）

・被災して運転免許証を亡失された方の再交付手数料等、各種手数料の免除措置を実施（交通部・警察署）

・災害に乗じた悪質なデマ情報やフェイクニュースのサイバーパトロールを実施（生活安全部）

・許認可業務の手数料免除等（生活安全部）

・関係機関と連携した災害危険箇所の見直し及び検証（警察署）

・施設や車両損傷に伴う業務継続に向けた支援の検討（各部・警察署）


